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2 Da-3　　　　成長期雌ラットの骨および骨格筋に対する自由運動および食餌制限の影響
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丿且的と適度な運動は骨あるいは骨格筋の改善に有効であるが、運動の効果について、骨およ

び骨格筋の両者について同時に検討した報告は少ない。また、若年女性においてダイエットを

目的に食事量を制限して運動を行い、身体に及ぼされる様々な弊害が問題視されている。そこ

で、本研究では、骨および骨格筋に対する自由運動および食餌制限の影響を検討した。

ｊ方法^8週齢SD系雌ラットを使用した。 10日間の予備飼育後、動物は飼料を自由摂取させ比

較的狭い個別ゲージで飼育する非運動群、食餌量を制限しかつ一周lmの回転車付き個別ケー

飼育す皿おび充分なネルギを摂取させ一周回転車付き

個別ゲージで飼育する自由運動群の計３群に分け、３ヶ月間飼育した。なお、摂取エネルギー

量以外の栄養素等摂取量は３群間に差はない。実験終了時に、麻酔下で大腿四頭筋、ヒラメ筋、

誹腹筋および足底筋を採取し、クェン酸合成酵素活性を測定した。さらに、筋重量の測定も行

たまた腰椎および脛骨を摘出し法により骨密度を測定した皿

艶は非運動群に比べ、骨密度が有意に増加した。一方、｡自由運動・制限食群の骨密度は、兆運

動艶との間に差はみられなかった。筋重量、クェン酸合成酵素活性においても、同様の結果で

あった。さらに、骨密度と筋重量およびクェン酸合成酵素活性の間に、正の相関が認められた。

以上より、自由運動は骨密度の増加および筋代謝に効果的であり、骨格筋が改善されることに

より、筋からの骨への刺激が増大し、骨代謝の改善に寄与する可能性が示唆された。さらに、

骨および骨格筋の改善には、充分かつ適切なエネルギー摂取が必要であることも示された。

2 Da－4 ラットの骨重量および骨密度に及ぼす「さけ中骨」の効果
岩手大教育　及Jil桂子

　【目的】最近，日本は高齢化社会を迎え，骨粗髭症および骨折の増加が深刻な社会問題

となっており，その予防が重要な課題とされている。骨粗髭症の予防には，若年期におけ

る骨量の増加を図ることが重要であり，そのためには生体利用性の高いCaを十分に摂取す

る必要がある。今回, Ca供給食品として脚光を浴びている「さけ中骨」の骨形成に及ぼす
効果について，炭酸Caならびに日常食品である煮干し，ひじきと比較，検討した。

　【方法】　５週齢Wistar系雄ラットを, 1群６匹づつ４群に分け，炭酸Ca,さけ中骨，

煮干しおよび，ひじきを各々Ca濃度0.22%になるように添加した試験飼料を投与して９週

間飼育した。給餌はpair-feedingとし，水は蒸留水を自由摂取させた。飼育期間中１週ご

とに体重を測定し，最終日にエーテル麻酔下で採血後屠殺して，二重エネルギーＸ線吸収
邑（DEXAし-e腰椎の骨蜜度を測定した。さらに√夭鎖骨竃量> 脊拡大雨w在らびizis濠

中Ca量を測定した。cm定は原子吸光光度計法によった。

　【結果】実験に使用した「さけ中骨」のCa含量は乾燥物で8440mg/100gであった。体重

増加量，大腿骨Ca量および腰椎の骨密度は，炭酸Ca群，さけ中骨群，煮干し群間で差は認

められなかったが，ひじき群は他の３群に比べて有意な低値を示した。骨長および血漿中
Ca量は各群間で差は認められなかった。

　以上９衿帯よ0「さﾘ中骨」のCaは，炭酸Caと同程度の骨密度および骨重量増加効果が

あり，食生活に「さけ中骨」をとり入れることは，骨形成の促進と骨粗髭症の予防に有効
であることが示唆された。
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